著作紹介
「シルクロードを行く」－西安からローマへ

著者　皆藤　武彦氏　(静大文理10回卒)
昨年(平成22年)、同窓会は、人文学部の学生対象に12回の寄附講座を開催いたしました。皆藤さんには7番目に「シルクロードから見た日本」と題して講演いただきました。

内容は、4年有余の歳月を費やし、１万５千キロをほぼ踏破した旅で、実体験に基づき、未知の世界への興味、驚き、感動に充ち、多くの学生に感動を与えました。

皆藤さんは、少年の頃から日本文化のルーツとしてのシルクロードに深い関心を抱いてきました。いつの日か旅してみたいという抑えがたい欲求が日に日に大きくなりましたが、定年を迎え、ようやくその夢を実現しました。この本にはその思いの強さが各所にみなぎっているように思います。

したがって、単なる観光旅行の紀行文にとどまらず、民族の興亡を地政学の見地から分析し、日本の将来の展望にも結び付けている点はさすがというほかありません。

何も疑問を抱かず日常生活を送っているわれわれの価値観や文化は、実はこの長くて厳しいシルクロードを、沢山の民族、人々、長い歳月を経て伝えられ、アジアの東の果ての小さな島国にたどり着き実を結んだという事実、これは実際にシルクロードを歩いてみないと分からないある種の感慨ではないでしょうか。でも、この一冊の著作を通して作者が感じたであろう感動をわれわれも共有できるように思います。一人でも多くの皆さんに読んで欲しいと思います。
＊お求めは次の出版社へ直接のお問い合わせください。

出版社　　一の丸出版

住　所　　〒463-0041

名古屋市守山区大谷6番3号
電　話　　０５２－７９１－７２３４　
ＦＡＸ　　０５２－７９４－４８１６

定　価　　1,700円 (税込み)
紹介者　小林五郎(文理9回卒)

